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 令 和 ６ 年 ３ 月 ５ 日 

秋 田 大 学 

 

 

秋田大学の学生が地域企業と連携して伝統的工芸品の樺細工のカレ

ンダーを制作しました 

 

秋田大学（学長：山本文雄）は、有限会社冨岡商店（代表取締役：冨岡浩樹）及び本

学教育文化学部地域文化学科２年次学生と連携し、令和６年３月１３日（水）、仙北市

において、別紙の伝統的工芸品「樺細工」を活用した万年カレンダーの制作報告会を下記の

とおり開催します。 

樺細工を使用した万年カレンダーは、伝統的工芸品の展示大会である、KOUGEI EXPO in 

AKITA2022の中で開催された東北経済産業局主催 TOHOKU CRAFT学生コラボプロジェクトへ

の事業参加で提案した内容から継続して今日まで改良検討を続けてきました。 

本制作物は茶筒をモチーフとした回転式のカレンダーとなっており、写真立も同梱した

インテリアとしても美しいデザインとなっています。この制作物は秋田大学ではじめての

意匠出願を行った制作物となっております。当日の報告会ではこれまでの開発事例や経緯、

完成した制作物の紹介を開発した学生から行うものです。現在市と連携し、仙北市のふるさ

と納税の返礼品として手続きを進めております。 

 

記 
 

日時：令和６年３月１３日（水） 
会場：仙北市役所角館庁舎 201・202会議室 

（仙北市角館町中菅沢８１−８） 
内容：１．制作物の紹介 

   ２．秋田大学学生による報告 

   ３．質疑応答 

 

開催時間：１４：００〜１４：３０ 

 

出席者：秋田大学 

     産学連携推進機構 准教授 伊藤慎一 

     教育文化学部 地域文化学科 ２年次学生 ５名 

     石崎里歩、遠藤麻依、進藤彩、佐々木琴美、横山友里江 

    有限会社 冨岡商店 代表取締役 冨岡浩樹 

    仙北市 

     仙北市長 田口知明 

     仙北市副市長 赤上陽一 

 

 

 

 

<問合せ・取材申込> 秋田大学産学連携推進機構 伊藤 

TEL:018-889-2712 

Email:staff@crc.akita-u.ac.jp 

 



 

 

 

別紙 


